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お
知
ら
せ

※
声
の
広
報
（
録
音
テ
ー
プ
）
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

★
秘
書
広
報
課
☎
㉕
１
１
５
５

※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合
からの配分金をさまざまな事業に活用しています。

老人福祉センターつきみ荘の休館日 ☎㉒３６９６
６日㈪・13日㈪・21日㈫・27日㈪・８月３日㈪・10日㈪
余熱利用施設湯かっこの休館日 ☎㉒８１２６
６日㈪・13日㈪・21日㈫・27日㈪・８月３日㈪・10日㈪
戸田競艇（埼玉県都市競艇組合主催）開催日程
２日㈭～５日㈰・10日㈮～ 14日㈫・17日㈮～ 20日㈷

23日㈭～ 28日㈫・８月１日㈯～６日㈭

今月の納税納付 ［納期限：７月31日㈮］
・固定資産税　２期　　・国民健康保険税　　　　１期
・介護保険料　１期　　・後期高齢者医療保険料　１期

－市税夜間収納窓口のお知らせ－
日時　７月28日㈫　　　午後５時15分～７時
場所　・市役所１階　　収納課☎㉕１１２０　
　　　・総合支所１階　市民課税務係
　　　　　　　　　　　☎72１３３１（内線３２２）
※市役所へお越しの際は庁舎東側の夜間休日受付通用口
を、総合支所へお越しの際は正面玄関をご利用ください。

子
ど
も
医
療
費
支
給
制
度
の
登

録
は
お
済
み
で
す
か
？

介
護
保
険
利
用
者
負
担
金
助
成

制
度
受
給
資
格
の
認
定
申
請
・

更
新
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認

定
証
の
更
新
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
７
月
１
日
か
ら
、
市

内
に
住
所
を
有
す
る
中
学
校
就
学

前
の
児
童
を
対
象
に
、
医
療
保
険

適
用
の
医
療
費
の
一
部
負
担
金
等

を
助
成
す
る
子

ど
も
医
療
費
支

給
制
度
を
始
め

ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
保
護
者
の
申
請

に
よ
る
登
録
が
必
要
で
す
。
ま
だ

登
録
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
、
お

早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
乳
幼
児
医
療
費
受
給
資

格
証
（
ピ
ン
ク
色
）
を
お
持
ち
の

人
は
、
自
動
的
に
登
録
さ
れ
る
の

で
申
請
は
不
要
で
す
。
ま
た
、
子

ど
も
医
療
費
受
給
資
格
証（
黄
色
）

を
先
月
発
送
し
ま
し
た
が
、
届
い

て
い
な
い
場
合
は
、
保
険
課
又
は

総
合
支
所
健
康
福
祉
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※
登
録
申
請
を
し
な
い
と
、
子
ど

も
医
療
費
支
給
制
度
の
助
成
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
申
請

日
以
降
の
診
療
分
か
ら
助
成
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

受 

付
場
所　

保
険
課
、
総
合
支
所

健
康
福
祉
課

用 

意　

対
象
児
童
の
健
康
保
険
証
、

保
護
者
名
義
の
通
帳（
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
は
不
可
）、
印
鑑
（
朱
肉
を

必
要
と
す
る
も
の
）

★ 

保
険
課
☎
㉕
１
１
１
６
、
総
合

支
所
健
康
福
祉
課
☎
72
１
３
３

１
（
内
線
３
１
５
）

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

て
「
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用

認
定
証
（
又
は
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
）」
を
お

持
ち
の
人
は
、
認
定
証
の
有
効
期

限
が
７
月
末
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

８
月
以
降
も
引
き
続
き
制
度
を

利
用
し
た
い
人
は
、
忘
れ
ず
に
更

新
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申 

請
期
間　

７
月
27
日
㈪
〜
８
月

31
日
㈪

受 

付
場
所　

保
険
課
、
総
合
支
所

健
康
福
祉
課

用 

意　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
、
印
鑑
（
朱
肉
を
必
要
と
す

る
も
の
）

《
限
度
額
適
用
認
定
証
に
つ
い
て
》

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
70
歳
未
満
の
人
が
、
限
度
額
適

用
認
定
証
を
病
院
の
窓
口
へ
提
示

す
る
こ
と
で
、
所
得
区
分
に
応
じ

て
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

入
院
の
予
定
が
あ
り
、
こ
の
制

度
を
利
用
し
た
い
人
は
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。（
申
請
し
た
月
の
初

日
か
ら
有
効
な
認
定
証
が
発
行
さ

れ
ま
す
。）

※
国
民
健
康
保
険
税
に
滞
納
が
あ

る
と
認
定
証
の
交
付
を
受
け
ら
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

転
入
や
未
申
告
等
に
よ
り
所
得
不

明
者
が
い
る
場
合
に
は
、
正
し
い

所
得
区
分
の
認
定
証
が
発
行
さ
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★ 

保
険
課
☎
㉕
１
１
１
６
、
総
合

支
所
健
康
福
祉
課
☎
72
１
３
３

１
（
内
線
３
１
５
）

　

市
で
は
、
介
護
認
定
を
受
け
て

い
る
人
が
介
護
保
険
の
居
宅
サ
ー

ビ
ス
等
を
利
用
し
た
場
合
に
、
利

用
者
負
担
金
の
一
部
を
助
成
す
る

制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

《
対
象
と
助
成
内
容
に
つ
い
て
》

　

助
成
の
対
象
と
な
る
の
は
、
介

護
認
定
を
受
け
て
い
て
、
次
の
要

件
を
満
た
す
人
で
す
。

※
た
だ
し
、
生
活
保
護
受
給
者
は

除
き
ま
す
。

① 

平
成
21
年
度
の
市
民
税
が
世
帯

全
員
非
課
税
で
老
齢
福
祉
年
金

を
受
給
し
て
い
る
人
…
利
用
者

負
担
金
の
２
分
の
１
を
助
成

② 

平
成
21
年
度
の
市
民
税
が
世
帯

全
員
非
課
税
の
人
…
利
用
者
負

担
金
の
４
分
の
１
を
助
成

《
対
象
と
な
ら
な
い
サ
ー
ビ
ス
》

○ 

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）サ
ー
ビ
ス

○ 

特
定
施
設
入
所
者
生
活
介
護（
有

料
老
人
ホ
ー
ム
等
）
サ
ー
ビ
ス

○ 

別
の
減
額
制
度
等
に
よ
り
、
利

用
者
負
担
金
が
減
額
に
な
っ
て

い
る
も
の

《
受
給
資
格
の
申
請
・
更
新
に
つ

い
て
》

　

助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
、
事

前
に
受
給
資
格
の
認
定
を
受
け
る

こ
と
が
必
要
で
す
の
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。（
申
請
月
の
利
用
者

負
担
金
か
ら
助
成
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。）
有
効
期
間
は
、

翌
年
６
月
ま
で
で
す
。

　

ま
た
、
先
月
ま
で
受
給
さ
れ
て

い
た
人
は
、
受
給
資
格
の
有
効
期

限
が
６
月
末
で
満
了
し
て
い
ま
す

の
で
、
忘
れ
ず
に
更
新
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

受 

付
場
所　

介
護
い
き
が
い
課
、

総
合
支
所
健
康
福
祉
課

用 

意　

対
象
者
名
義
の
通
帳
（
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
は
不
可
）、
印
鑑

（
朱
肉
を
必
要
と
す
る
も
の
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★ 
介
護
い
き
が
い
課
☎
㉕
１
７
１

９
、
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
☎

72
１
３
３
１
（
内
線
３
１
３
）
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しんげの
一言メッセージ市長コラム

よみがえれ元小山川
　市街地の北側を流れる元小山川。かつては旭地区の沼
地や市街地がけ下からの豊富な湧

わ

き水が水源で、釣りは
もちろん漁まで行われていた恵みの川でした。若泉公園
の西側は「清

し

水
みず

河
かわ

原
ら

」と呼ばれ、夏になると水遊びの子
どもやボート遊びの大人でにぎわう、市民の憩いの場で
した。私も幼いころ、夏に若泉公園の湧き水で楽しんだ
記憶が残っています。
　しかし昭和の高度経済成長期に、元小山川は生活排水
の大量の流入によって一挙に汚れ、豊富だった湧き水も
枯れてしまい、昭和60年ごろには、水質が県内ワース
ト２位になってしまいました。
　川は、私たちが便利で快適な生活を手に入れたことに
よる、一番の犠牲者かも知れません。
　市では、昭和51年から元小山川の浄化も目的の一つ
として、公共下水道事業を開始しました。また、平成５
年からは地域の自治会を中心に「元小山川浄化活動推進
実行委員会」が結成され、生活排水についての啓発や川
の浄化活動を続けています。こういった地元の地道な活
動もあり、平成14年には国から「清流ルネッサンスⅡ」
という計画の指定を受け、上流の御陣場川から水を引き、
河川内のヘドロさらいが進められました。その後効果が
表れはじめ、魚も復活し、希少植物が確認されるなど、
元小山川は確実にきれいになりつつあります。
　そして、長年の課題であった若泉地区の公共下水道の
整備が始まります。また、県や早稲田大学の研究者によ
る水生生物の調査など、学術的取り組みも行われ、これ
には藤田小の児童も参加しています。元小山川浄化活動
推進実行委員会では、本泉地区で作られた「木炭」を元
小山川に大量に沈め、水質浄化の実験を始めました。ラ
イオンズクラブによるホタル鑑賞会も、初夏の環境啓発
イベントとして定着しています。このようにさまざまな
角度から、清流を取り戻すための取り組みが続けられて
います。
　私には、“若泉公園の湧き水を復活させたい”という
夢があります。元小山川が清流を取り戻し、冬場でもこ
んこんと湧く泉が復活するとき、かつて「若泉の庄」と
呼ばれた本庄も、環境に優しい、人々が誇りを持てる元
気なまちとしてよみがえる、そう信じております。

本庄市長

本
庄
総
合
公
園
春
ま
つ
り
で
緑

の
募
金
を
行
い
ま
し
た

ヒ
マ
ワ
リ
の
花
を
ご
覧
く
だ
さ
い

小
島
西
土
地
区
画
整
理
事
業

換
地
処
分
の
お
知
ら
せ

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
発
売

　

５
月
24
日
に
行
わ
れ
た
本
庄
総

合
公
園
春
ま
つ
り
の
会
場
で
、
㈳

埼
玉
県
緑
化
推
進
委
員
会
の
平
成

21
年
度
緑
の
募
金
緑
化
事
業
と
し

て
、
緑
の
募
金
活
動
と
、
花
苗
、

花
種
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
小
雨
が
降
る
天
候
に

も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
人
が
来
園

し
、
緑
の
募
金
を
呼
び
か
け
た
と

こ
ろ
、
２
４
、
３
５
７
円
に
な
り

ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

募
金
は
、
㈳
埼
玉
県
緑
化
推
進

委
員
会
に
よ
り
、
埼
玉
県
内
の
緑

の
創
出
・
保
全
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
都
市
計
画
課
☎
㉕
１
１
３
７

　

本
庄
総
合
公
園
内
の
多
目
的
広

場
に
約
５
、
０
０
０
本
の
ヒ
マ
ワ

リ
畑
を
作
り
ま
し
た
。
７
月
中
旬

か
ら
８
月
初
旬
に
か
け
て
、
花
の

見
ご
ろ
に
な
り
ま
す
。
開
花
す
る

と
遊
歩
道
か
ら
ヒ
マ
ワ
リ
畑
一
面

を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
一
度
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

＊ 

開
花
情
報
は
電
話
又
は
左
記
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　

http://w
w
w
.seiko-en.co.jp/

『
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
』
の

受
付
に
つ
い
て

★ 

指
定
管
理
者
㈱
清
香
園
☎
㉒
３

４
１
４
、
都
市
計
画
課
☎
㉕
１

１
３
７

　

平
成
21
・
22
年
度
に
市
が
発
注

す
る
建
設
工
事
、
設
計･

調
査･

測

量
業
務
、
土
木
施
設
維
持
管
理
業

務
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の

受
付
（
追
加
受
付
）
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

※
申
請
は
、
埼
玉
県
電
子
入
札
共

同
シ
ス
テ
ム
へ
の
申
請
と
な
り
ま

す
。

受 

付
期
間　

７
月
27
日
㈪
〜
８
月

７
日
㈮

受 

付
場
所　

埼
玉
県
庁
車
庫
上
分

館
２
０
６
会
議
室

申 

請
方
法　

書
類
に
よ
る
申
請
の

み
。
対
面
審
査
を
行
い
ま
す
。

郵
送
又
は
電
子
申
請
に
よ
る
受

付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
申
請
の
手
引
き
申
請
書
様
式
は
、

７
月
上
旬
に
埼
玉
県
入
札
審
査
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
予
定
で
す
。

参 

加
資
格
の
有
効
期
間　

10
月
１

日
〜
平
成
23
年
３
月
31
日

★
財
政
課
☎
㉕
１
１
６
５

　

小
島
西
土
地
区
画
整
理
事
業
の

換
地
処
分
を
６
月
12
日
に
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
昨
年
11
月

に
実
施
し
た
第
６
次
住
居
表
示
区

域
内（
小
島
２
〜
３
丁
目
の
一
部
・

下
野
堂
１
〜
３
丁
目
・
万
年
寺
１
〜

３
丁
目
）
の
土
地
・
建
物
の
表
示

が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
都
市
計
画
課
☎
㉕
１
１
４
４

  

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
賞

金
は
、
１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て

３
億
円
。
２
等
も
１
億
円
。

発
売
期
間　

７
月
13
日
㈪
〜
31
日
㈮

※
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市

町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

★ 

㈶
埼
玉
県
市
町
村
振
興
協
会
☎

０
４
８―

８
２
２―

５
０
０
４


